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「悲願のJT昇格トをアルビレックス新潟が果

たしたのは11月23R。今年の束京青山同窓

′′一確会は、その10日ほど前の1川14日、悲願

＿j戊に向けて一気にヒートアップする関係者

の出席を得て開催された。この時点で野球

流にいえば、2試合を残して「マジック勝ち点

1」、1試合でも引き分ければ昇格決定という

状況。翌日の対アビスパ福岡戦にも「決定の

可能性」、というよりも関係者・サポーター一

同は「当然決める」といった意気込みであり、

稔会当日はさしずめ「前夜祭」の様相。しか

し、「悲願達成」の歓喜はアウェーの福岡で

はなく、最終戦のホーム新潟での対大宮アル

デージャ戦後まで待たなければならなかった。

結果的には、ライバル川崎フロンターレが残り

2試合とも勝利したため、アルビレックスにとっ

てはギリギリの昇格決定。翌日の新聞には、

メデタく反町監督・池田社長らの写真が洗面

を飾ったのだが、もしももしも「悲願またも…」

などという結果になづていたら、私はこの文章

′・’∴∴、∴、、

す、おめでとう！

＜今年のテーマは『アルビレックス新潟』＞

さて、前置きは長くなったが、今年の青川

同窓稔会のテーマはズバリ「アルビレックス新

潟」。会場は、最近恒例化したアークヒルズの

全日空ホテル。会前半の「公式行事」では、

栗林貞一東京青山l司窓会長のあいさつをは

じめ、今年から全体の青Il＿‖司窓会会長に就

任した長谷川義明前新潟市長のあいさつ、

新潟高校の宮沢稔校長のあいさつなど、気

もそぞろに上の空で聞く。（けしからんヤツ＝）

そして、いよいよアトラクションタイム。アルビ

レックス新潟から出席の後援会事務局次長

服部六郎常務と青山同窓の白川直人君（107

回）が、前座代わりの（オッと失礼？）今シーズ

ンのゴールシーンの編集ピテ廿をナビデイト。

メインイベントは何といってもJl・J2を通して唯

一というチアリーダー！それも東京地区での応

援を専ら受け持つために新たに紡成された

初々しい6人娘の初舞台。クリスマスには杉

良太郎がディナーショーをするという同じ舞台

の上で、若さにハチ切れんばかりのピチビチ

初ステージをご被第。「母校110周年を一振り返

る」（一昨年）、「津軽三味線」（昨年）とともに

最近のアトラクションは何れも感動ものであり、

事務局のご尽力・お心配りに感謝感謝。

＜二次会もアルビレックス＞

全11空ホテルでの　一次会に続き、二次会

は赤坂の「日本海庄や」。実はここの社に

がアルビレックス新潟の首都圏地区の後援

会長。アルビレックスの池田社長も分単位

の忙しいスケジュールの合間を縫って駆け

つけ、またチアリーダーはじめ他のアルビレ

ックスの関係者も多数参加し雰囲気は最高

潮。あまりの興奮のためか、私は終電に凝

続する時間に店を出たはずなのに途中で

電車を乗り間違えて、結局最後はタクシー

で帰宅。

＜来年も期待膨らむ＞

ところで明日に羽ばたく若アユ6人娘のデ

ビューに立ち会ったのは80人あまりか。これ

を多いと思うか、それとも少ないと考えるか

はともかく、このような折角の機会をただ記

事でのみ拝見というのはじつに勿体ないこ

とだとは思いませんか。さらなる趣向溢れる

アトラクションが期待される来年は、今年参

加されなかった諸氏・諸君は是非、また今

年参加した人たちはさらに同窓を少なくとも

1人は引き連れて参加し、総会をますます

盛り上げようではありませんか＝
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東　 京　 青　 山　 同　 窓　 会　 会　 報

も や っ て い ま 一丸 5 0 年 余 の 歴 史 と 伝 統 を 誇 る　　　 兄 弟 の よ う な も の で す 。 そ こ か ら 人 件 の 大 事

新 人 を 迎 え る 名 門 ク ラ ブ で す っ 毎 週 1 回 昼 食 を し な が ら 集　　　 な も の が 自 然 と 生 ま れ る の で し ょ う 。

東 京 青 山 同 窓 会 ま り ま す 。 最 近 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ と 同 窓 会 は ど　　　　 以 前 「w it h o n e 」 で 集 ま ろ う と 言 い ま

会 長　 栗 林 貞 一 （5 9 回 ） こ か 似 通 っ た と こ ろ が あ る と 思 う よ う に な り ま　　　 し た 。 同 期 や 友 人 を 1 人 で も 誘 っ て 同 窓 会

し た 。 会 員 は 年 令 が 相 当 に 離 れ た 者 も 多 く 、　　 に 山 席 し ま し ょ う 。 そ う す れ ば 集 ま り の

同 窓 会 の 皆 さ ん 今 日 は 。 お 元 気 で ご 活 躍 職 業 も 異 な り ま す 。 年 令 、 職 業 は ば ら ば ら で 意 義 や 楽 し さ も そ

の こ と と 思 い ま す 。 新 潟 高 校 を 卒 業 し て 、 新 も 会 員 は す べ て 平 等 対 等 で も そ れ で い て 、 れ だ け 人 き く な る

た に わ が 同 窓 会 に 入 ら れ る 皆 さ ん を 迎 え る 一 体 感 が あ り ま す 。 会 員 み ん な の 心 が 親 臨 筈 で す 。 皆 さ ん 気

時 期 と な り ま し た 。 恒 例 の 新 人 歓 迎 会 ・講 演 を 前 柾 に 、 奉 仕 の 理 想 に 結 び つ け ら れ て い 楽 に 新 人 歓 迎 会 に

会 は 別 項 で 案 内 し て い ま す が 、 今 回 は 6 5 回 る か ら な の で し ょ う 。 そ の 中 で 個 人 と し て の 出 席 し 、 皆 さ ん を　　　　 二′　 ご

の 湯 川 豊 さ ん の お 話 を 聞 く 予 定 で す 。 湯 川 尊 敬 、 信 頼 は 自 然 に 育 ま れ て い き ま す 。 ど う 慕 っ て 上 京 し て き　　　 、ゝ 秘 も

さ ん は 文 埜 春 秋 に 居 ら れ ま し た が 、 現 在 は で し ょ う 。 同 窓 会 と よ く 似 て は い ま せ ん か 。 た 後 輩 達 を 励 ま し 、

東 海 大 学 の 教 授 を な さ っ て い ま す 。 楽 し く 有 お 互 い 顔 を 合 わ せ 、 言 葉 を 交 わ し て こ そ 、 お 祝 い の 美 酒 を 酌

意 義 な お 講 が 聞 け る も の と 期 待 し て い ま ‾丸 親 密 感 が 湧 い て き ま す 。　 ▲体 感 が ／巨 ま れ ま み 交 わ そ う で は あ

私 は 現 在 、 東 京 南 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 会 長　ン ヽ h J ゝ ト す 。 l司 窓 意 識 は 理 屈 で は あ り ま せ ん 。 家 族

と こ ろ で 終 戦 間 も な い 8 月 2 1 ［l に 、 こ こ で

り ま せ ん か 。

細 部 に つ い て の 質 問 に 十 分 に 答 え ら れ な r 、

渦 中 丁 即 す 鯛 即 抑 創 出 席 の 中 心 部 隊 の 徳 雫 が 「今 夜 半 敵 空 挺 隊 着 陸 っ た と い う こ と が あ っ た の で 、 補 足 と し て こ の

　 4 6 臥 宮 所 強 哉 こ

昨 年 1 0 月 6 ［］ 夜 に サ ン ケ イ プ ラ ザ で 田 中 一

の 恐 あ り 」 と の 誤 伝 と 「搭 乗 員 は 飛 行 機 で 帰 遺 稿 集 に あ っ た 関 連 部 分 の コ ピ ー を 送 っ た

郷 せ よ 」 な ど の 命 令 で 大 混 乱 の 中 で 解 散 、 と こ ろ 、 教 官 は 海 兵 で 田 中 先 輩 の 一 期 下 で

私 が た ま た ま 山 張 で 不 在 だ っ た わ が 隊 も そ し か も 同 分 隊 と い う 極 め て 親 し い 仲 だ っ た

の 煽 り で 大 混 乱 と な り 、 帰 隊 後 そ れ の 収 拾 由 で 、 私 か ら 田 中 先 輩 の 名 の 出 た こ と で の

郎 さ ん の 「お 別 れ 会 」 が あ っ た 。 に 人 変 苦 労 し た と い う 、 こ こ は 私 に は 一 年 弱 驚 き の 電 話 を 傾 き 、 世 間 は 狭 い も の と 語 り

新 潟 中 学 4 3 1司 生 の 先 輩 に は 、 先 輩 が 東 の 海 軍 生 活 で 鼓 も 強 烈 な 思 い 出 の 地 な の 合 っ た の で あ っ た 。

京 青 日 日司 窓 会 の 幹 事 長 と し て 尽 捧 し て お ら で あ る 。 田 中 先 輩 と 教 官 と 私 の 緑 、 い ず れ も た ま

れ た 時 に 学 年 幹 事 に 指 名 さ れ 、 私 の 逆 説 的 徳 空 は 第 五 航 空 艦 隊 （五 航 艦 ） に 属 す る た ま の 山 会 い に 始 ま っ た も の で あ る 。 大 き な

な 乱 暴 な 意 見 を た し な め ら れ た こ と な ど 、 隊 で あ り 、 こ の 混 乱 を 艦 隊 司 令 長 官 宇 垣 申 出 会 い の 場 で あ る こ の 同 窓 会 の 更 な る 発 展

い ろ い ろ 御 指 導 を 頂 い た こ と を 懐 か し く 思 将 自 ら の 、 い わ ゆ る 玉 音 放 送 後 の 沖 縄 特 攻 を 祈 っ て 止 ま な い 。

い 出 す 。 に よ る 九 航 艦 の 混 乱 に よ る も の と 私 は 長 ら く 円 巾 先 輩 に は 只 た だ 御 冥 福 を お 祈 り 坤

先 輩 が 何 校 か ら 海 軍 兵 学 校 （旧 帝 国 海 軍 考 え て き た が 、 五 航 艦 應 下 で 徳 空 の 上 部 雛 し 上 げ ま す 。

の 将 校 養 成 機 関 、 海 兵 と 略 ）に 進 ま れ た と は 織 の 約 十 二 戦 隊 の 参 謀 だ っ た 先 輩 の 遺 稿 追 記　 田 中 先 雅 に つ い て は ご 緑 の 深 い ど

聞 い て い た が 、 海 軍 人 尉 と し て 終 戦 を 迎 え で 、 五 航 艦 全 体 と し て は 「搭 乗 員 は … … 」 の な た か が 追 悼 記 を 書 か れ る と 思 う が 、 以

ら れ る ま で 航 空 関 係 で 奮 戦 さ れ 、 戦 後 は 報 命 令 な ど で 整 然 と 解 散 し た の で あ っ て 、 徳 上 は 徳 空 と の 緑 が 偲 ば れ て の も の 、 ご 諒

道 や 広 告 関 係 で 御 活 躍 、 更 に は 軍 関 係 を 小 空 の 混 乱 は 「今 夜 半 ・… ・■」 に よ る 特 殊 の ケ 承 下 さ い 。

心 と す る 良 縁 セ ン タ ー を 開 か れ た な ど の こ と ー ス と 和 解 し た が 如 何 で あ ろ う か 。 尚 先 輩 　　 ノー■＼＼

し 平 成 1 4 年 度 決 算 幸ほ お よ ‾画 ‾ ■L

収 入 の 郡 ii†イ止 丁‾l⊥j

を 、 散 会 畔 に 頂 い た 先 輩 の 遺 稿 集 で 初 め て は 五 肌 艦 の 副 官 を 兼 務 し て お ら れ 、 そ の 最

知 っ た 。 後 の 一 人 と し て 処 理 を 済 ま せ た 後 で 復 員 さ

そ の 中 で 先 輩 が 戦 時 中 徳 島 航 空 隊 （徳 れ た と い う 。

空 ） と 深 い ご 緑 が あ っ た こ と を 知 り 、 ご 存 命 栗 林 会 長 の 添 書 同 封 の 「お 別 れ 会 」 案 内

中 に そ れ を 知 っ て い た ら 、 い ろ い ろ と お 話 す の 筆 頭 発 起 人 が 海 兵 同 期 の 方 だ っ た こ と か

る こ と が で き た の に と 残 念 で な ら な い 。 ら 察 せ ら れ る よ う に こ の 会 は 海 軍 関 係 が 中 ′代 目　　 14 年 収決 許 15 隼 l度 算 備 考■

i耶 巨度 線 越 企　 】9 4 8 　 2 （）2 5
今 は 徳 島 空 港 に な っ て い る 徳 空 の 従 来 の 心 で 、 閉 会 間 際 に 海 兵 の 校 歌 と も い う べ き 年 会 撫　　　　　　　　 1 ．9 0 3 　 1 ．9 5 0 　 川 0 【）名

飛 行 場 よ り も 安 全 な 飛 行 場 を と い う こ と で 、 「江 田 島 健 児 の 歌 」 が 歌 わ れ た が 、 中 学 在 琴 全 会 椚　　　　　　 7 2 1 1，0 5 0 1 1 蛸

徳 島 市 か ら 3 0 キ ロ ほ ど 丙 の ホ 場 町 で 進 め ら 学 中 に 海 兵 に 進 み 戦 後 復 学 し た 阿 尻 氏 （5 5
新 人 歓 迎 会 ・講 演 会 型　 7 1 3 　 7 5 （） 1 1 （）名

協 賛 金　　　　 3 1 5 カ ー ト 1 0 件
れ て い た 飛 行 場 の 設 営 作 業 に 、 ご く 短 期 間 回 李 ） の 主 催 者 側 と の 調 整 で 、 こ れ に 競 い 本 部 補 助 金　　　　　　　 5 【）0 　　　 5 0 0

で あ る が 私 は 従 事 し て い た の で あ る 。 て 我 々 は 中 学 校 校 歌 「玲 瀧 の 天 」 を 田 中 先 卿 草ム　　　　　　　　 4 　　 1 0

当 時 は 海 兵 な ど の 軍 関 係 の 学 校 を 出 な く 葦 に 捧 げ る こ と が で き た 。 そ の 際 栗 林 会 長
l合　　 注1 　　　　　　 5 ，7 9 2 　　 6 ．3 0 0

で も 、 理 工 系 出 身 者 は 数 ヶ 月 の 士 官 教 育 で の 趣 旨 説 明 に 続 い て 私 が 音 頭 を 取 る こ と に 支 出 の 部　　　　　　　　　　　　　　　　　 lj一位 千 lり

大 学 卒 は い き な り 中 尉 に 、 専 門 学 校 卒 は 少 な っ た の は 、 以 前 に 何 年 閃 か 総 会 で 音 頭 を 紺 Il 　 l H 年 度 決描 1細 舷 十 弗 備 考

能 会　　 1 1 1 （）2 1 2 0 0 　 l
尉 に 任 官 し 、 学 校 で 学 ん だ 知 識 を 活 か せ る 取 ら さ れ た こ と に よ る が 、 大 多 数 が 同 窓 以 外 新 人 歓 迎 会 ・御 重i 合 筆＝　　 8 8 8 　 1 ，0 0 0 　　　　 l

と い う 制 度 が あ り 、 大 学 が 工 学 部 十 木 工 学 の 場 で の 音 頭 は 空 前 絶 後 の こ と で 強 い 感 慨 小 務 局 費　　　　　　　　 1 1 6 　　 1 5 0

科 だ っ た 私 は ホ ヤ ホ ヤ の 海 軍 才支 術 中 尉 と ． を 覚 え た の で あ っ た 。
会 議 費　　　　 9 6 1 5 0

通 信 費　　　 7 3 6 　 8 0 0
し て こ こ で の 設 営 隊 の 次 席 、 し か も 隊 長 更 に こ れ に は 後 日 談 が あ る 。 印 刷 費　　　　　　　　　 7 7 ：i 　　 8 0 0 　会 報 2 回 発 行

が 他 と 兼 務 で 殆 ど 不 在 だ っ た た め 、 弱 冠 こ の 会 の 少 し 前 に 海 軍 の 教 育 時 代 の 少 振 替 手 数 料　　　　　　　　 5 6 　　　 6 0

2 3 才 で 四 百 数 十 名 の 隊 の 実 質 責 任 者 に 近 数 の 仲 間 の 集 ま り が あ り 前 記 の 終 戦 時 の 混
次 勾二度 繰 越 金　　 2 ，0 2 5 　 2 ，1 4 0 　 l 　言1 　 5 ，7 9 2 　 6 ，3 0 0

い 存 在 だ っ た の で あ る D 　　　　　　　　 乱 に つ い て 許 し た 際 に 、 出 席 の 教 官 か ら の　　　 往 ．＿‖ 仰 度 ／．二．．1。，卜 ．5 ．廿3。 ，，桝 度 ′路 用 ．卜 1（～．。．∽
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64回同期会■■歌声喫茶’’懐かしのメロディーを合唱
ご　く世詩人会頴務烏」坂井談・川磯明∴

5月7日（t）、副因東京同期会を昨年に続い

て開催し亜名が集まった。去年より若干減ったも

のの、見込みどおりの盛会といづていい。

わが期は昭和31年別7名の同期生が巣立っ

た。仕方ないことかもしれないが、ここ数年訃

報を耳にしない牛はない。結局今年も渡過司、

西垣昭の両君が逝き、これまで在郷同期牛も

含め亜名（13月％）が亡くなった。

「元気なうちに毎年、顔を見せ合おうじゃ

ないか」というのが、毎年開催の主要な動機

になったのも、R然の成り行きかもしれない。

しかし今回は、これまでにない画期的なアト

ラクションで、会は大いに盛り上がった。というの

も、久しぶりに参加の五十嵐滋君が、シンセサイ

ザーとアコーデオンを持ち込んでの“音楽の山

前”を申し出てくれたからだ。

在学時代からピアノの腕前は知られていた

が、まさか、コンピュータ・システムを専門とする

大学教授が、「こんな玄人はだしの演奏をする

とは…」皆ピックリ。

そもそも我われ世代は‘‘歌声喫茶”の全盛

期に青春時代を過ごし、“歌声世代”といって

もいい。「ともしび」「カチューシャ」「北帰行」な

どなど、ソロや合唱での“にわか歌声”の出現

に、会場が大いに沸いたのも当然だ。

乾杯の前に、新高校歌を合唱できたのも伴

奏があったからだが、中締めの新中校歌、応

援歌の合唱では、シンセサイザーのリズム音源

も力強く加わり、胸にジンとくるような響きにな

ったことはいうまでもない。

会場は昨年】司株東京全日空ホテル。今年

リニューアル・オープンした37階のバンケット

ルームで、まことに素晴らしい見晴らしでは

；・・

レイロウカイ

「東京青山玲瀧会」
フェアウェイの同窓会かスタート

61回　村山健・金子章

‾　ゴルフを楽しまれる会員の皆様へ

フェアウェイの同窓会（有志懇親ヨル7会）

「東京青山玲堀金」が発足しまも

会の名は、栗林貞一一会長にお付けいただきました。

従来、各期ごとに親睦ゴルフ会が盛んに行

われており、この楽しい雰囲気を伝える記事

が会報にとりあげられ報ぜられておりました。

これを縦の関係に探め、ゴルフの楽しみを

通じて先輩後ヲl賢との絆を更に深め、そして

これが同窓会の活性化と結束につながるの

ではないかと考え、20余名の61期会のゴルフ

会一同で準備世話人会を発足しました。なに

ぶんにも不慣れで、予想もし難いことも多く、と

にかく第－－一一回を行って、各期の幹事の方々に

加わづていただき、二恒旧からは、東京青山有

志ゴルフ会事務局を設けたいと念願致してお

ります〕ご尽力いただけるノ／、ゴルフの関係に

詳しい方の幹事へのご参加を切望いたしま－先

既に、多くの他高校の校友会においても親

睦∩（∴OB同窓ゴルフ会が活発に行われてお

り、私たちもこれに休して楽しい会を持ちたい

と思づておりま－ね

この会は、今後50匝【、100回と続いていくこ

とを念願致し、そして記念すべき第1r自l発起会

に是非大勢の「白球の魔力に魅せられた」同

窓の皆様のご参加をお願い申し上げます。輿

の深いゴルフを通じて、更に同窓の絆を珠め

ようではありませんか。18ホールを共にすれば、

18年間つきあった友と同じ友達が又一人増え

るとも申しますもフェアウェイの友人を増やし同

窓の結束を図ろうではありませんか。是非、ご

参加下さい。

日　時：16年9月17日（金）

場　所：平塚富‾上見カントリークラブ

神奈川県足柄上郡11－1井町井ノH

TEL0463－71－0771

概　要：平塚コース／乗用カート利用

9：36amスタート／Wペリア方式

参加費：検討中につき、後日ご案内いたします。

（割引プレイ費十位の予定）

交　通：東名高速秦野中井ICより4．4キロ

小田急線秦野駅、東海道線二宮駅

よりクラブパス有り

◎お申し込みは、名前／住所／〒／TEL

あったが、青山同窓㍊lul生・

同ホテル販元部長清田甚君

の配慮で楽器演奏と合唱が

できたこと、乾杯のシャン

パンを差し入れていただい

たことを付記し、他期のご

利用をお奨めしたい。

なお、五十嵐君の夫人・

弘子さんは民主党公認の衆

院選候補者。昨年の総選挙

では党の都合で茨城6区から

7区に国替えとなり惜しくも

落選したが、昨今俄かに政局

があわただしくなり、総選挙

も近くなったようだ。応援

したい。

／FAX／メールアドレス／′卒業年度（斯）／お

よそのハンデを記入してお申し込みください。

申し込み〆切◇7月20日（火）まで

（各期のおよその人数だけでも出来るだけ早くお

知らせください。）

人数早期確定を要するため早めの〆切

ですがお願いします。

お一人参加も歓迎ですが、期ごとに組み

合わせ表作成しての申し込みも可能です

（各期の幹事の方、取り纏めを宜しくお願い

いたします）。初回でもあり組み合わせはな

るべく各期ごとに致したく思います。

ご参加の方には後日詳しいご案内をさし

あげます。

※各学年をとりまとめて下さる方、或いは事務

局へご参加いただける方は、「偶数月第二火

曜日の会」（次回6月8日）日本海庄や（赤坂

店）pm7：00～へおいで下さるか、村山健宛に

連絡をお願いしますも

申し込 み 問い合 わせ先

村 山 健 （61 期）
fax ＆ tel O 4 5 －5 7 3 －2 3 6 2

金 子 章 （61 期）
k a n e s h o 3 9 2 7 ＠ h k g ．o d n ．lle ．Jp
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′ 第 8 2 回 卒 業 3 0 周 年 言 己 念 同 窓 会 を 盛 大 に 二開 催 ！

～ 併 催 の 舌 イ ベ ン ト も 大 成 功 へ′
82 回 早 福　 弘

雲一つない五月晴れに恵まれた連休さ

なかの5月2日、82回の卒業30周年記念同

窓会が新潟市で開催されました。

前景気を煽ろうと企画した古町「喜ぐち」

での前夜祭に約20人が参加。大いに盛り上

がって、まずは順調なスタートを切りました。

本番の習目は、T後からの「新潟高校校

舎見学」と、同期生3人を講師に仕立てた

「恩返しの講演」に、恩師7人（石黒、上杉、

小田、L付、柴野、莱茸、山岸（50音順）の

各先生方）を含む約50人が集まりました。今

もって「真新しい」イメージの校舎を一回り

して、我々の頃の校舎とのあまりの遠い、立

派さに「ほお～」とただただ「ため息」の旧

友も目立ちました。特に、講演会場となっ

た視聴覚室は、一学年（400人）がまるまる

入る大規模な階段教室で、充実したAV機

器や大スクリーンと相まって、「豪華ミニシア

ター」とも言うべき素晴らしい造りで、骨が

人いに驚かされました。

講演では、口下部（旧姓′ト鳥）朋子さん

〈（有り－CLUB代表取締役（東京青山同窓
会事頗局長）〉、寺田員人君（新潟大学医歯

学総合病院助教授）、渡辺健一君（新潟県醸

造試験場長）の3人が、それぞれ「カブキ

者・バサラな通行」、「笑顔と歯のイく息議な

関係」、「新潟のお酒」の演題で、前出のA

V機器をフルに活用。各人が、卒業後30年

間培ってきたキャリアを感じさせる、興味深

くそして分かりやすい話をしてくれました。1

人わずか30分の持ち時間でしたが、参加の

旧友はもちろん恩師からも大変高い評価を

盾戴しました。

その後、柴原道平君が社長を務める信濃

川ウオーターシャトルのアナスタシア号で、

夕闇迫るイ言波川を1時間余りクルーズ。船

内では、恩師を含む約70人が31年前の懐

かしい青陵祭のカラービデオ（吉岡浩君（父

上が撮影）捉供）とビールやソフトドリンクを

堪能し、メーンパーティに向けて、雰囲気は

いやが応にも盛り上がったのでした。

やがて船はオープン（4月27日）間もない

新潟市歴史博物館前に横付けされ、皆は隣

接するパーティ会場の旧第四銀行住吉町支

店（が衣替えした）「レストラン　バンクシー

ダ」へと歩を進めました。

会場では、恩師16人（既出の他、飯塚、

池田、石崎、沢田、関根、立川、奈良、

本田、渡辺（50音順）の各先生〟）を含

め、過去最多の鎗勢約120人が参集。船中

と同じピテすが流れる中、駒井早蘭さん

司会の下、小林しはり実行委員長のあい

さつ、i度辺精也先生の祝辞・乾杯で賑や

かにパーティーが始まりました。会場は

歴史を感じさせる重厚で落ち着いた雰囲

気で、吹き抜けの高い天井による開放感

も参加者に好評でした。また、メニュー

は、県外から駆けつける旧友に配慮して

「新潟の旬を感じてもらえる料理」に徹底

的にこだわり、JA岩船幹部である佐藤度

障．．、忘－，

君の尽力で、滅多に」」にできない「村上

牛のステーキ」（これがウマイ！）も御賞

味いただくことができました。

宴の半ばで、16人の恩師から一人ずつ

お話しいただきましたが、それぞれ30勺三

前を彷彿とさせるお話しぶりで、教え子

一同大変懐かしく、また嬉しく承りまし

た。そして、お開き近くには、名応援澗

長吉岡浩君のリードで、病をおして参加

くださった関根先生にエールを送るとと

もに、　一同、「ますらお」をあらん限りの

声で歌い上げ、福田勝之君の「まずは．〆‾ヽ＼

年後に。そして最後の一人になるまで、

この同窓会を続けよう！」との力強い三

本締めで、あっという間に過ぎた（3時間り

大宴会にピリオドを打ちました。その後の2

次会場（ホテルオークラ）への移動も、タクシ

ーならば20台は要りそうな人数が再びアナ

スタシア号に乗り込み、美しくライトアップさ

れた万代橋を目指して水上をトランジット。

みなとぴあから万代橋西詰めの船着場まで、

わずか10分の川渡り。夜景を堪能した2次

会の後も、3次会、4次会と流れた強者もい

たという熱い1日となりました。

最後に、新潟高校でのイベントに際し御協

力いただいた小林校長先年、吉原教頭先

生、阿部先年と、この同窓会の準備から後

始末まで3ケ月余りにわたり強力なアシストを

いただいた同窓会事務局の外山さんに惇く

お礼申し上げて、御報告といたしまも「
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第 6 、5 回　 一 木 会 ご　　「「－

～ そ の 様 子 と 」 案 内 ヤ　　6 5 回 U 」本 和 親

実は、本文を書いているl1分自身がまだ

出席の機会を持てずにいるのだが、昨年暮

に青LH65斯幹事の大橋修一兄から頂戴し

たメールでの案内の要旨を披露させて傾き

たい。

3年ほど前の同窓会二次会の席で、元G

組の木滑孝　一兄が「毎月1回「川寺場所を決

めて集まれる老だけ参加する会を開いては

どうか」と提案し実現したのがこの会で、毎

月第一木曜日に集まることから「一一一本会」と

称することになった。

場所は種々の事情で当初は一一一一走しなかっ
r

－一一〇〇〇一〇 Sラ

たが、一昨年四月からは新潟市万代の「四

川飯店」に国定している。因みに　一昨年は

延べ150人、昨年は157人で平均一同13人

の山席となっている。今までの最′ト人数は

9人（一昨年8および12月、昨年10月）、最多

は17人（昨年2月）で、常連もいるがたまには

遠方からのクラスメートの参加もあり、学校時

代や社会に出てからの嬉しかった話や失敗

談などその時はとても話せなかったようなひそ

ひそ話、ゴルフの自慢や健康の講など様々な

話題で賑やかに盛り上がり、懐かしい顔との

山会いをお互いに楽しんでいる。

出席の申し込みなどは不要、いつでも汁1

られる時、気が向いたときにぶらっと出席す

ることで構わないそうで、自‘都圏在住の

我々も、出張や一時帰郷などの際日程の調

整ができれば是非にと誘われている。

2002年春の新人歓迎会においてご講演い

ただいた寺尾正大（68回）先輩のご活躍が

活写された書籍が山版されましたので、ご紹

介いたしますっ

警視庁元捜査一課長時代に手がけたオウ

ム事件の書き出しが寺尾氏で始まっていま

▼先事件の捜杏にあたった多くの捜杏員の証

言とともに、彼がこの事件にどう対応したか、

詳しく書かれていますっまた寺尾氏の講演の

中でも紹介されていた「地下鉄サリン」で被

害にあった学年幹事の鈴木裕徳君の経験も

同窓会カードをお持ちの方へ

一カードのデザインが変わります一

提携先のジーシー（株）・か一ド事業部が、GE

コンシュマーファイナンス（株）に営業譲渡され

るに伴い、か一ド面のデザインがGEカードの

デザインに統一されます。

なお、当同窓会年会費の自動引き落としは

従来通りです⊃

書かれており、事件記者が書いた文章だけ

に迫力ある一書になっていま一丸

書店、版元などにお尋ねください。

情報提供：68回・重野廉人

「捜査一課秘録

オウムとの死闘、凶悪犯逮捕の舞台裏」

発行元　　　光文社

著者　　　　三沢明彦

（読売新聞社会部デスク）

定価　　　1，600円

偶数月第二火曜日の会
平成16年度の予定

6／8・10／12・12／14嫌・忘年会）

日本海圧や（赤坂店）7時～

港区赤坂3・13・7Tel：03・3586・5003

場所も時間も定例です。
ご自由にご参加ください。

我々第65期は、入学直前の校舎消失後

仮校舎での二部授業の苦労などもあり同期

の連帯感が強く、また地元有志の貢献等で

5年毎の同期会の定期的開催や新潟高校

全体の同窓会出席者も毎年上位二位以内

を占め賞品に二次会用「越の寒梅」を授与一

されるなど仲良くやっている。仲間入りした

い方、さらに詳しい様了一を知りたい方は是

非大橋兄に連絡願いたい。

連絡先∧

大橋修一（65回）

電話：025－268－5680（Fax兼用）

lP電話：050－1053－5680

E－maiI：shuoha4＠yahoo．co．jp

当l司窓会では、皆さんからの情報を元

に骨に会員の住所録をコンピューターにて

更新しております。「同期会をやってみたい

lナれど、皆の住所がわからない…。アイ

ツは今どうしているんだろう？」などとお

思いの方は事務局までおモ皐ねドさい。学

年毎のリストを出力してお届けいたします。

ご希望の皇室と、 リストか ラ〈りレかを明

記し、連絡先を書き添えて事務局宛FAX．

をお送りください。

FAX．03－3423－1692（日下部・82回）

■住所リスト1学年／3000円
■宛名ラベル1学年／4000円

■訃報■

今期二事務局にお知らせいただいた方々で‾丸

笠原南三　（32lRl）

山内康平　（36回）

石井　詰　（42回）

蛸　寛　（42【叫）

武石和風　（44回）

中村　寛　（45回）

倉田資孝　（49回）

斎藤　膠　（53回）

櫛谷全　一　（59回）

前出周作　（62回）

藤井靖漕　（711可）

三浦純一一郎（1（）1回）

心よりご冥福をお祈り巾し上げます。

百 獣 鷹 番 ≡苛 妄 遜 田 園 ≡隆 李低 調 路 三開 明E ゆ推 ‡翫

当同窓会では、振 込に手間も手数料 もいらない 「口座 引 き落 とし」の システム を導入 しております。お手続 きい ただいた方には

お名前 入りのカードをお作 りいたします。

ご希望 の方は、事務 局までご一章屈下 さるか、今回の新人 歓迎会の 受付までお申 し出下 さいませ 。

【す で に 同 窓 会 カ ー ドを お 持 ち の 会 員 様 へ 】 年会 費 自動 引き落 としのお知 らせ

平成 15年度 （平成15 年 10 ／ト 平成 16 年9 ／3 白とします）同窓会年会君削 2 0 0 0 円）を平成 15年 10 ／2 6 頃ご指定の口座よりお引き落

としさせていただきました。
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～H15年度の総会への出欠はがきと会費振込用紙に添えられた主な近況です。′〉
l

1　32回・曽我　英彦
●】】繍】3年頃の初期の同期の窮まりを思いHしています。小

l　′仁、今‡机‾新法日昌経机肘ピケJH庄い「■甘拭英彦展」を

！誌警慧ご志望笠警監認篭笠告忘きく！宣告もJ誓
上　のところrlけこは定められませんが、腑雁して皆様と祝杯
l　をあげたいですね。
1　37回・菖　耗道

了　父は現冶三入院中です」賠尿によりl■1■川失明となり、Ilから食

j　物を摂ることができず、各梢の管につながれ寝たき朋失態でも

†年末には911■になりますが苦しまずに死を迎えられることのみ
を願うておりまも（姐記）

1．　38回・高橋洪三
高齢の為、鵬遠くなり遠プ了へは子fけないので欠席させて頂きまも

1　40回・小山質市

1　当ノブ、l」下リハビリ髄闇＝■。皆様の御Jl：健と御盛会を念じま‾わ

い馴く悪く歩きにくいので服車でアナコテへ州跡ナて鋤⊃ミ
：　二ゴルフも何とか1回づつやっています．
l．　41回・五十嵐冨郡
l　長兄　末弟もすでに逝き、†ニうじて小さ永らえている小潮鳥次

i　弟冊刷もともに訂Il＿洞窓会いで丸しかし寄る隼減で徴収
●　とは言い難く、ただ古きよきl啓代を懐かしむだけです、

幸三三軍憑溺芸豊篭雷篭認諾崇千二
l　混近は体力、感覚機能ともに低下し清字も駅間の大きいもの

l Lか読めず、外山もままならない状態です〕青山同窓会（火
●　京）との関係も今岨限りとしたいと思います。I

一　種踊－と元気でも4｛i脚配は文舶あ。ますが伸々会
うこともJH来ません。欄牌会をお折i敦しまうも
46回・浜田敏衛
キ人（敏葡）は平成10年頃より減食乍ら、身体の英合悪く、ず

l　つと槙養■lrでございまも何卒普様に′l■〔しくお†′三え下さいませ
1（妻1良一f）

49国・i袈　博世　川席を楽しみにしています；
土　50回増田秀夫

I　ヰいに別封こ怨まれ、剥けと診掛執筆▲研修医の酢維やってまも
l．　51回・石塚誠也　何とかノ亡気でやってます（
1　52回・渡辺達郎
i　会場が不便でも他の場所の検討をお酌、しま木蝋聖一如
●　53回・岩原　昭

l　自流会と老人クラブの役員として地域の紙を対象に福神洒
・　鋤と環境美化の運動を進めています⊃
I　53匡卜盛山淑郎
l．　′沌所以の稔会に出席した机】朋帆川音は少なく、残念だった。
I　55国・阿尻威吾

i　数年前から心肺機能が低下しており、夜「糊の外腑ま控えてい
■　　ま弟盛会を祈ります。I

i束細目同窓川発願希望いたしま圭私財56附は・柵
18年より23隼の川在サし、織目職級の激変の時代を裾験しました⊃

†　当机郎でシンポジウムがあり、残念ながち侶席できません。
l．　56回づ旨宿　叡　病気療養中で▼れ
1　56回・飯島昌弥　お陰さまで7己気に過ごしておりますっ

1　56回・三崎正一　仇測不良にて欠席させていただきまう二
●　58回・佐藤　惰

i　御盛会をお祈り申し卜げまれ58即）柚玲瀧会は10月17
日に睨催きれ盛会でした。

58回・毛利　Rl1
－炭山雁したいと．1患うのですが、丁一葉のJl111舎からでは、72

！　才の老人にとっては遠くてl祈念していま束

1　58匝・大門啓治　元気でやっていますJ
●　59匝卜池田正文

l　何とか元気でやってお帽葉栗帆’上郡二よろしくC
！　59回・藤原幸雄

先般の広敷のシビレは、沌t東根康センターの燕1■壬陽の入浴の
し過ぎで一㍍何■j沌八分が肝要とやっと美川‾きました。

†　59回・花井　進

l　元気に過ごしておりま七線会で再会するのを楽しみにしてます．
●　60国・石黒忠士

i　業務の都合で川棚できませんU御盛会をお祈りいたしま慨●　60回・市村　暫

！旅行スケジュー′トと剛コなため欠席しまも骨様によろしくお
伝え卜さい⊃

60回・宮田庄之助
11月14「lの能会は欠席させて傾きますので：正政。

●　61回・佐藤敏夫1

：　今回も欠席とさせて頂きます）押モルの菅様いつもご苦労様で

与　もご盛会をお祈り申し卜げます、
61回り小池　弘

1．体調不．ぴ■1。2．娘通が成人してから「飯川の長物」と化したピ
アノの再生と老人ボケ防】卜の為のカルチャースクール（ピアノ）に

通す⊂います。61㈱生でl司級生のピアノを選者に獅・いた鍋谷凝
オi、小泉邦雄君を思いLULます。l吋君は今どうしているかな7

61回・河勇＝良三

同∩他にどうしても出怖せざるを綽ない会合があり欠席します。
61回・長橋徳衛　線会には出席します。楽しみです。
61回・金子　章　いつもご尽力ありがとうございまも

62回・安食恒昭　年金生活ですン
62回・佐藤勝彦

今回も失礼させていただきま‾範皆様方によろしくお伝え下さい。

62回・中山敏彦　両足神経失調病の為、歩右に困難。
63回・馬場放課
ご盛会を朗念申し卜げます云併せて各位皆様のご健勝とご

i【†j椛を祈念りlL卜げま▼た
64回・中島　仁　何か、手伝いますよ。

64回・木山　清
当「l、会のL瑚監裾の日程で都合つかず欠席いたします⊃

64回り卜松　保　転屈しました。
64回・中谷光隆

桐山隼以前の皆様のご醍陳、65回生以降の皆様のご清粧、
及び東京昔日．1会のご発展をお祈り申しトげます⊃

64回・清水良男
放出で老母の介．漁の冷、欠席させていただきます　同相」の

皆々様によろしく御盛会を祈念しております⊃
64回・佐藤　章

ご矧ノ」をありがとうございました。新潟で杜の∵回忌にflj仰
しますので拭念ながら欠席を致します。

64回・田才邦彦　柁念甘さまによろしく。
65回・鈴木衛士

医薬．糾苅発ベンチャーの什リーをやっております－今回は米l杢1出
張と韮なり欠雁しま釆

65回・横山修二
投函を失念致し、今頃の御連絡で恐縮です。JHlllも既定の

l」杜により、失礼させてげiきたくご蒐怒賜わりますよう。61白、会
戦に掲戦力恥た「一筆啓上」はl司患会を身近に感じさせる好
か画ですね！】

65回・小林　亘

畔隼（り13011で大学卒業後娘邦瀾明サラリーマン／巨ナ利こ別れ
を一缶げました。今は毎日のんびりと暮らし亡おりまrkそのうち

▲風土会合にl＿畑たいと．軋っております）
65回・河路明夫　残念ながら旅わのr定あ欠席いたします、
66回・合田春美

喪中（長りni敢ノ妃）につき、州席を遠ばさせていただきます。

66匡卜原　勇
お蔭様でブL～七に桃浜まで通勤していま▼れ川崎もご案内を有‾

漸うございま▼れ水年は川席したいと思1ています．
66回・阿部三男

化一二拝から離れ、趣味の／日嗣こ入っていま▼れ前Ip】の会報にも
触れられていましたが、ここの情報が悪督な亀話セールスに他

われないことを祈りますノ
67回・一柳　肇

ノ川二はItlも住所も勤叔先も変わりました。どこまで連絡
させていただいていたか失念しましたので、念の為全て
更新としました√、

67回・大野隆治　今年も元気で曹さんに会うことを、楽しみ
にしていますノ

67上司・佐々木邦夫

都合で参加できません。皆様によろしくお伝え下さい。
68回・村山　弘
サンデー毎引となり日程が．i．はっている．沢ではないのですが、

イ思講と他の用り吐血なりますれ失礼します7

69Ⅰ司・山崎高明
11′14（金）18：00キャピトル射京にて新潟県経済人の集ま
Mがあるカ、同窓会総会を欠席させて∬lきますJ

69回・七里紀善　新潟へ帰省中で留’．rLます．
70回・岩城忠之

会社を返礼しパ軋哩研究室を＿L槌していま▼に
70回・野川晃一

代表収縮役副社長を務めていた由一1本フェリー（株）の会社更隼手
続開始【lr立に伴い沌J汗旬、目性を退行し、現在フリーの身です†

70回・加票田則夫
州末、【川、飛行機株）を定年退胤しました。元矢です、

71担い楼　弘

本年の6J‾13〔＝】で会社軌めを終了いたしました。なお上11日は
大学の同窓会と重なっていますので、欠席しますJ
71回・太田　裕

翌15ヒl長男が鈷婚するので、藩政家族で食■Jrをすることにな
っています。悪しからず⊂

72匡1・小林正昭
会Ⅷで7け期l司用会の逓断念レポートを読みましたっあの様な

形で是非会イぐみたいものです…．，
74回・槽谷好邦

ポ【イスカウト活動へ咋榊l：で毎週忙しい週末を過ごしています1
74回・加門文睦

今夏、帰省の祈、30年ぶ　にサッカー部OB会に山鹿しました。
優秀な苫fOBが多く、郡の伝統を感じました。

74回・菊池　隆

金・上と泊まりがけの什■井で欠席。日下部さんの＝黒のコー
ト童を見たかったです。

71回・柄沢　卓

いつもありがとうございます。後ろに‾、■′二たれても良い位
の滝沢先生の若さは脛きです。

75回・大越公平

要なのでしょうか。

75回・山崎信行
いつもお世請になっておりますfJ体那丁をくずしています，
らは健康に気をつけてがんばりたいとおもっております。

75回・曽我正男／H叫も欠席です。IllL訳ありません。
76国・田中邦直

久し掛）に、家族揃って施行をします。仙席できず申し．沢あはせん。

76回・力加等正樹　7月に大阪から板東に戻りました。
76回・長北　学

週給遅くなってすみません。nClO乗員邦に軌17．提供いただ
きましてありがとうございました。皆よろこんでいまも
77周・片山　等

会には州席できませんが、便りをいただくたびにとても椀かしく

忠いまも仙名の桝には、北ノ／文化博物飾新陽鰯を例年訪
れております。
78回・吉澤哲彦

城念ながらl‾＿l租．鍼鷹がつかず欠席いたしますご盛会を！！
78回・肥田博子

面談捌閏rl‾【なので、早く行けそうにありませんノすみませんh
80回・長　正子　4JJl二号l］よろしくお榔いします。

82回・西山清子
（新人歓迎会）前回よ耶勤で横浜の岨Hに劾諭し．ておりま葉

店舗、勤聴音井澤い収った所、改善のため調査山としての拝
顔で一た　▲次会の終わりにF肌二あうかもしれませんが二次会

だけでも参加するつもりで【れ
84Ⅰ司・太田淑子　がんばれアルビ！】

85回・杉林　亨
10月にアルビレックス新親の試合を兄に川崎の等々JJ妓投

機にJ＿ljかけた際に、l叫級fIiとHf会しました．，アルビの応接を
うまく根えは、】患会溝動の活性化に役、】′二つと一敗います。

86回・吉井正行
人草の川窓会と・tなったため参加できません。来年参加した
いと思います、

87回・南　正人

匿日掛の山「M塑氏より　せっかく会標で871可同川J会の呼びか
けをしていただいたのですが、法り柑）ためLL州fできません。H

患会ともども盛会を祈りまうも
87【司・田中　操

新潟高等学校のインターネットHPを札ました（，新校舎の内側も
椚介されており、21世紀のノ芦習環境を疑似体験させていただ

きました。新しい日封じを叔iく人材を北山捲れるようう、人いに期
待しておりま▼れ

88匹1りJ、竹　聡
会報を毎ぢ‾楽しみにしております．Jl■rJ窓会総会の盛会を
心より断念しておりますごノ

89回・岩野尚子

いつつ　おI仕．溝になっておりま右、LH＝l所川があり、戌念ながら
欠席数しま〉れ当1－1の盛会をお祈りいたしまうも

89恒】り小島裕樹
今月は海外用張の為、欠席と致します。‘作しくお附け、しま「hJ
90恒卜田辺　文

いつもお知らせいただきましてありがとうございますた当日の御

盛会をお祈り小し上げます）
92回・鹿川　麺：」い毎道へ異動放しました。

97回・大村奈津子
今年、結婚し姓が要わF）ました。品川日日姓人相）となり、イー1‡
所も変更致しましたので、御連絡申し【二げま‾た

102回・池田哲郎

金融業腰検定法腰上雑、リスク℃こ理検定、金融鮮i斉1－・級で
全何日偉：で合格いたしました（
105回・小等　藍

入学の‾都合で汚び・lk帰しました。惜く海外　含めた転居隼清
が続きそうです，住I祈変更のお‾r閥はかり伴1き申し訳ありませ

ん。御盛会をお祈り放します，

105回・柳過こずえ
大変申し訳ありません。今川も什車の休みがとれず泊まりの

勤務となってしまったため、欠席させて旧きまもいつも役‾・1二た
すで本当にすみません。11J‾川∫旬瞥小二引越予定で。「■勺悪会
にはfl＿川斬するよう声をかけてみます⊃

106回・鈴木　完

膵土論文執筆小につき、欠席させていただきます。
106回・大島典子
新調に火1ト〕て東ましたので、次l叫より新調のノJ■の会報を送って卜さい。

勅；へはなかなか行けませんので、よろしくお願いします．
107回・五十嵐悠介　今lbl　川描するのか楽しみです「

110回・鈴木雄太

公認会計：h乱験に向けて勉弧中でも御盛会をお祈りしまも
110回・村山確順子　結姐Lました。
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姦蓋義違憲済靂

【日時】

平成16年6月18日（金）

P．m．6：00　受付開始

P．m．6：30　開会

【会費】

一　般　8000円

女　性　6000円

大学生　3000円

新　人　2000円

【会場】

東京全日空ホテル
港区赤坂1－12－33

TEL．03－3505－1111（代）

【新人歓迎会】長谷川義明会長はじめ、旧3年の担任教諭がご参加予定です。

【講演会】テーマ「世界をひろげる」講師：湯川豊（65回）

【懇親会】着席ブッフ工

最寄り駅【溜池山王駅・13番出口】銀座線・南北線

【六本木一丁目駅・3番出口】南北線

脂繰パス【赤坂アークヒルズ前】下手　都01系統／新橋駅～渋谷駅

平成15年度（H14．10，巨H．16．9．30）・会費納入者一覧
H15．10．1～H16．4．30現在まで

32回（1名）

■洋裁　英彦

37回（1名）

正百川　豊吉

38匝日2名）

∴ll■l．lll＿

丸ILl　岩一三

40区（1名）

小山　持前

で、1回（3名）

：fl二‾卜嵐　山郎

伊藤　一雄

見辛■　孝平

42回（2名）

塩谷　止雄

東城　真件リJ

43回〔5名）

里見　義忠

滝沢　義雄

徳韮　戊

野澤　正男

不問＋武

44回（3名）

斎藤　仰雄

佐々木　俊男

鮪鵡　登美夫

4姻（1名）

川村　明義

46回（3名）

桶野　勝二i郎

／川　幸男

下　勇

㍍所　強栽

47回（3名）　　　　　　等：蝋　仰‾二

割l二l　翠　　　　　　　　回路　濾

水村　和郎　　　　　　　北村　茂

斎藤　しょう入部　　　　奴野上　啓

48【司（1名）　　　　　　丁一葉　紫太

田「II　利黒　　　　　　　　丸Ill　猛

49回（11名）　　　　　52匝日8名）

赤松　元敏　　　　　　　浅Lll　稔

池川　純　一　　　　　　　浅水　彪

ル上　山　　　　　　　　　阿州　利夫

l叫本　治雄　　　　　　　斎藤　戊美

矧J＿】ル削17　　　　　　　斎藤　泰Jl二郎

幌成．汁作　　　　　　　坂井　保也

木村　竜一　　　　　　　駅JH　勲

仁保　武人　　　　　　　宮原＋椚二

潰†馴し　　　　　　　　53回（7名）

広川　仏　　　　　　　　岩一原Il††

本閻　俊之　　　　　　　近　泰男

50Ⅰ司（11名）　　　　　近藤　三二

一柳　俊夫　　　　　　　常田　氾一

岩浄　信大　　　　　　　■l一昭　常雄

高橋　修　　　　　　　　盛山　淑郎

塚野　俊彦　　　　　　lI潤l　豊

故習　博　　　　　　　　55回（7名）

等椚　秀夫　　　　　　　阿尻　戚吾

【射り　勇司　　　　　　　斉藤　健1

l‾l‾■付lm言　　　　　　　丁一葉　架治

藤井　義良　　　　　　　中村　正義

村山　一　　　　　　　　丁r－村　仲男

11川＿l　英世　　　　　　　水澤　悠紀郎

51匝日8名）　　　　　　付目†義夫

石塚　誠也　　　　　　　56回（77名）

等井　証　　　　　　　　赤坂　長弥

軌比奈　利一三

阿部　弘昭

荒井　宏

飯高】ド■■弥

石崎　和雄

（川†智

イ順　同仏

市川　「尋

仙膝　刺

井」‾．射灘

指柄　激

今Jt二　忠平

内‥l　二

逢坂　七郎

人芥　糾児

大野　利夫

鹿児島【【ほ妄

加藤　勝則

金f▲【■Tl■次郎

金巻　陸

川FR　幸雄

北村　Ll削些郎

木村【白：平

久慈11：彦

久保けl　剛敏

判Il　慶治

小鳥　直：孝

小林Ilfi

小松　垂男

斉川　朴ド

佐藤　平喜

残熊　謙一一

塩兄　戎三

楽壇　塩

鈴木　正安

鈴木　寧

jl†野　誠二

高見　久義

111代　九郎

Lll相　見・

照木　「

永井　喜八郎

l川　邦司

日．・J■

日長‘正彦

中村　兄

l＝　昭一・

庭り】六郎

鵬祥　規児

藤川　御大

伏見　康

堀藤　四郎

増ITl　妬孝

松井　昭五

【

二崎　了ト・

皆川lL男

7引11和明

宗村　禎ぺ

村松　戊樹

l川l　和郎

l】】城　教戒

山けl　幸輝

11川l　陸リJ

山中　紀行

l日本　幸l仁

57回（2名）

小野塚　彰

■Ul　▲．11

58回（16名）

池田　成義

榊村　未読

講師紹介

湯川　豊（65回）

【略歴】

1964年慶應義塾大学文学部や業。同年、

文鎮春秋に入朝二。「文一撃駆」編集長、取締

役・編集総局長、常務取締役等を経て

2003年1月退社。同年4月より東称大学文

学部教授に就任。

Jl‾削　欣裁

け桐　啓三

斎藤　戊

人】∫り　啓治

永ル　止孝

蕗谷　秀邸

福tl＝l　満

郷眼　実

堀lノ弓　俊夫

松井　憤’†

村山　保

毛利　岡

本永　端】■桐

ILけi　川Ii栗

59匡1（29名）

石山　芳邑

横井　裕

’l二木　嘉吉良li

人出　洋　▲

火山　久

】対日l　久

睦慨　英∴

笠井　蹴

金巷　久

栗林　貞一

栗林　洋

河野　誠

小城　骨i

■l二、　∴ゝ

渋木　幸

高橋　哨火

Il二占僻lL利

高山　昇　二郎

長J．1　▲郎

長橋　敏雄

納谷　喜郎

l叫野　武

花ル　進

藤偵・F雄

水沢　邦仏

】ll帖　徳ノ，摘門

日lllt　陽　一

山　　　一成

若木　滋

60回（26名）

阿部　鮎人

イl‾Jll菓　忠」二

イ川l　肇

山村　常

山Ill

H．　∴、

小川　秋実

余日l　常告

切畏　久司

小Hll】

小目l　彦

■」＆　ぅ・L L

良し1－1幕

盲1■抽こ　悌作

曽我l敬二

高城　某紙

高橋　明男

T▲葉　潤

野村　保夫

長科目　秀二

早武】卜酵

益子　恒徳

丸両　級視

秤目＝l　正之劫

日刷旨，良　▲

山本　淳夫

61回（33名）
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赤哉l≒　和郎

糾【」明

安宅　久志

安藤　友造る

石l崎　敏夫

伊藤　英子

大橋　恒大

金J一・■

河井　良く

川崎　栄　一

木村　政雄

＿削り　光俊

小池　仏

′ト林　元雄

′ト山　達人

斉藤　川川l

仙蝮　牧人

柴野　良　▲

杉山　山人

／．開音　段

目l

lll‥1忠夫

山村　文男

時岡　泰

l、＿ト1・再．‾1

中村It■二企

長科目　緋　一

長谷た】；良雄

村岡　公夫

村lJl　健

舘Ijl　附信

山口－1充

川　芳年

62Ⅰ司（24名）

安食　恒Ilrl

池川　鉦と

石．「．1．与　炬

イ‖封　寵

イゴ本　悦夫

㌫山　元司

植松　駁

内Irl　隆之

大高　康夫

・L r h1＿

小池　健治

小ノ．誌　榔也

佐藤　勝彦

任藤　武百」

だ■我　鍵

■l■．i橋　機　▲

出す　元

日lい　螢

小野　義・

【M　義　▲

藤根　写／一

村木　降

本什　孝空

山本i■いう

63回（15名）

浅町　ノ隠一

安藤　巽

イf渡　利男

笠脱　恵

舶lト平

板原　紫郎

金川　博

l二lた　干

l凋　守二

高橋　良行

地場　政説

村山　弘義

山111

り川j　益也

羞抱囲　阻ム

64回（32名）

青野　啓

阿鄭　欣司

根付　勤評

■∴ご　て日

大l】＿l　健治

川口　微

桑野　光雄

斤木　十二虜

坂井　健一・

坂井　敬

坂本　r【1■仏

件藤　茂■り

椎名　睦郎

沼水　裕一f

ii■手水　良明

狼l1－1悌治

l捌喬il二幸

lIl才　邦彦

山伏【l三脚

11】巷　克

川村　康一一

汁野　塵浩

い川　純r

l‾帰島1

川野　f拉J

川JJi冊三

慮き尺　靖邸

・■、、l．．1

鋸　健次

凋　六朗

山根　仲之

吉ILl　豊鮎

65回（16名）

浅fIl　利之

飯村　厚

八二卜近し　討銀

河路【明大

小林　亘

任償　貞夫

什藤　武行

柴澤　人五郎

鈴木　衛卜

閃　炎・郎

本けり　武彦

水野／．二敏

l刷　糾

111本　和親

桃山　修二

‖　治彦

66回（17名）

l阿部　二男

石山　光春

j鋸IJ　聴－r

JrlL　肇

爛池　戒治郎

木卜　功

耽々木　紀美子

棒　編■J　▲郎

佐藤　勘

塩谷　芳彦

鈴木　明光

二宮　的彦

丹羽　真疹

野水　宏樹

緑川　勲夫

室111紀r▲

語頭　陽一・

67回（11名）

イ川二　昭朝

入野　降治

11111

動座　久美√▲

佐々木　邦夫

爪＝丈　丁．‡

l■∴1橋　二郎

．1．1．i橋　ィ．言上

、51井　宏

西

矧Il　■芋

川Hll1人

菅原　・雄

．l■古橋　迫r

lu．　ご＿、

土111進

野川　晃一

11腐　十郎

吉川　正孝

若井lL品1

渡部　美邪集

71回（11名）

太田　裕

人機　動代

納沢

小敵塚　豊，

′ト林　椚衛

斎藤　誠

仙鮨　蒔／一

礼りトl朋r▲

藤本　裁介

加　乱心

森川　雄大

72回（12名）

ポ川：‖

中村　義　▲

lJ机H　百合了・

l叫脇　雉　▲

波多腰lリJ

原　信　▲

75回〔26名）

甘木　英明

有薗　順子

石塚　文雄

伊藤　公

柚村　山剋大

枚並　・夫

人越　公、ド

師Hll　政文

川上　蔽

小泉　温子f

小川　公、ド

後藤　執雄

斎藤　費＿∴

洗藤　邦雄

■ご1■裁l仁リj

高橋【l二

m辺　省・

太目　秀樹

小野　真如／一

川村　和共

斎藤　仲之丞

篠目　敏郎

高井　博英

肥m　博√

向井　美校イー

吉澤　哲彦

79回〔5名）

小Ilt　章的

河11ミr・

斉藤　浩爾

八日　1■J

牡辛．健　二

80回（4名）

付目　和彦

両日l　悼J

長1lJ▲

小野　秀／－

81回（7名）

荒川　洋

‾丘J‾嵐　和牛

l手稿　博史

Il川l　楢　一

登坂　和／lミ

中嶋　浩

酉LLl　信好

橋本　到

松下l［寿

森　人鮒

山rl］尚美

86回（6名）

斎腱　健

Illll　利匿

広性l　汀：子

前日l　管■r▲

宮腰　鷹二郎

引　【lイ」二

87回（5名）

HlI　操

Hll■　降

雨　正人

池辺　杵

渡辺　政城

88回（3名）

Trl日　武　　　　　　J由】】l】　　　　　　　今井　信一一郎

68回（22名）　　　　　寸：＝川1両芙　　　　　酬育　戊　　　　　　1‾刃‾　隆　　　　　　　小竹　聡

ノ左通　賢lり

安遁　雅L

i削日　詔

小野塚　芳雄

1∵柑　翫／－

†き：野　イム三

飛芥　尚武

肋鯨　和久

斎藤　他称

重野　El盲人

進藤ト1一代予

11‾石　朗

目迎　礼1十

、い去　J二人

長沼　誠‘＿

増／一　藤リj

付出　弘

銅山　秀禎

濾過　公人

池辺　千艦

i度辺　射蒙

小林l卜‖

斎藤　敏武

腐藤　俊l卜

篠原　一一・悼

■■．■占橋　ノ史

■馬橋　廉介

入ノJ川　圭

薔Hj　けl李

松永　宏正

横堀　仏

73匝日8名）

l拙碓　裕

飯村　修

イ川r　笥；

111辺　佃は

州巻　桁

l‾l■野　治

成‖　′捕’也

】机日　仏迫

74回（25名）

藍i尺　仲人

池内；治r　　　　　　　油

69回（11名）　　　　　イ川こ

け木　利搬　　　　　　　イ川】

HJ。占　信玄　　　　　　　和泉

中主【．を　朋弘　　　　　　　㌢㌻威

令／一　推典　　　　　　　F‖

軋雌　ノ郎l与　　　　　　　汗H

LIFを　紀善　　　　　　　人イ「

■1■古木　敏之　　　　　　　人滝

外川　此之　　　　　　　小木

樋lIlH1　　　　　　　第Ilけ千

両l略　■・．■jl少」　　　　　　　加藤

日川l　建リユ　　　　　　　加＝鹿

70回（15名）　　　　　初日J

池IIJ　姓山　　　　　　　　裾也

矧I　女　　　　　　御日

rF城　忠之　　　　　　　仙座

まくl、谷　西　　　　　　　　rr橋

加餌11則夫　　　　　　高僑

男

　

　

　

　

■

平

　

川

　

明

　

　

　

　

介

　

邦

　

久

　

　

降

　

　

之

　

　

　

　

郎

拓
　
沌
　
潤
　
修
　
久
　
川
　
棚
恩
　
均
　
両
心
　
好
　
直
　
悼
　
文
　
隆
　
雅
　
浩
　
保
　
信

橋爪　博美

・bJ l、＝

藤純　利勝

本問　彰

」．i　幡

村山　膵

佃崎　ィ．㌻行

76回（21名）

‾l封1】l卜裕

に‾僑　俊郎

岩原　俊介

小川　■焉久

J宅張l刈美

加■華　＿ll三脚

久作　治

後藤　徳広

桜ル　熊

打点　腱介

鈴木　茂夫

山中　邦直

人原　まゆみ

H刈　傑作

長北　ノア

中谷　文人

川　慎　一

剃谷　津　▲

森川　邪

渡辺　拡

渡辺　雅夫

77回（9名）

一色　山美√

・二　一一

榊ノ「補

北村　　一難

励雌　雄

杉崎　真実イ

角‾l覇　北川1

長糾川r　実

越野【‖】ガ

笹川　典射

鯉渕　博

82回（8名）

l m　‾甚

Il卜郡　肌丁・

小池　捷リユ

小亦　斤

目倉1■主音げ

西日r　溝／一

宮湘‾　伸一一

吉日　実

83回（8名）

浅」閃　芳別

遠藤　光邦

人椚＋敏夫

佐野　栄∴

杉本　イ】川1

鳥山　件郎

山口　虎彦

馴11膵

84回（9名）

勅倉　仁樹

大須賀　郷千

人lll　淑／一

加藤　州：・

J．r川ヒ　孝

川Irl】rr：樹

Hpl．守　rH⊥

Jl抽「拙歳

枯野　討伐

85回（17名）

荒井　裕／▲

今井　豊前

奥付　基

久仙川17

小林　彰義

位拙　根蛾

日川l　民夫　　　　　　　杉林　二享

78匝Ⅰ（9名〕　　　　　　l判　史枝

長谷川　降

89回（2名）

f川l　裕　▲

小J二鳥　裕桝

90回（8名）

†押捺　■暢聡

木村　和人

斎藤　紀i化

r：■古橋　美和

川辺　文

徳永　容器

l朝　粥／一

機ル　義腐

91回〔1名）

消ル　対薄J

95匡Ⅰ（5名）

脚11篤英

97回（1名）

渡避　英典

101回（1名）

且野　淳．也

102回（1名）

氾Ilr　椚郎

103回（1名）

松原　廿里枝

106回（1名）

仰木＋裕史

107回（1名）

小掛目　嘉樹

111回（1名）

鼠雌　十二美

【＼

以」：6：27名

感謝

5日亘l学年幹事景
村禎‾‾二氏のご尽
力により、62名の
会舘をご入金いた
だきました。
川磯崩挿）


